
身につけさせたい力・基礎基本 家庭学習の例

３
年
生

・配当漢字（２００字）を読む。書く。
・主語と述語の意味がわかり、文章を書く。
・国語辞典を使う。
・かけ算やわり算などを正しい手順で計算する。
・はかりを使って重さ読む。
・長さの単位がわかり、使う。

○教科書の音読　　　○漢字の成り立ち調べ
○漢字練習　　　　　　○視写（ていねいに）
○意味調べ（辞典）   ○ことわざ調べ
○日記　（楽しかったこと、本を読んで知ったこと）

　　　　 　（発見したこと、不思議に思ったこと）

○ローマ字練習　　○読書　　○読んだ本の紹介
○計算練習　　　　 ○動植物の観察
○都道府県調べ　 ○図鑑を使った調べ学習
○なわとびの練習　○リコーダー練習
○学校での学習のポイントをまとめ直す（復習）
○翌日の学習準備（予習）
○タイピング練習（ローマ字入力）４

年
生

・配当漢字（２０２字）を読む。書く。
・指示語や接続語がわかり、使う。
・国語辞典や漢字辞典を使う。
・わり算を筆算で解く。
・コンパスや分度器を正しく使う。
・地図を使う。４７都道府県名や位置がわかる。

家庭学習のめあて

○自分から勉強しよう。

家庭学習時間のめやす

○３年生～３０分

○４年生～４０分

１．基本は生活習慣

早寝・早起き・朝ごはん。テレビやゲームはルールを決めて。

２．学習の時間（時刻）を決めて

毎日の取り組む時間を決めることが習慣化への第一歩。

３．集中できる環境で

テレビを消して。きれいな机で。姿勢をよくして学習します。

家庭学習

３つの

ポイント

家庭での援助
「急に勉強が難しくなった。」という戸惑いや苦手意識を持つ子が出てきます。

○学習するときは、できるだけ近くで見てあげましょう。

○自信をもたせたり、意欲を膨らませたりするような励ましの言葉をかけてあげましょう。

３、４年生の家庭学習でめざす姿

○毎日、必ず宿題ができる。

○家庭学習ノートを用意し、宿題以外の学習に自主的に取り組むことができる。

○宿題と宿題以外の学習を合わせて、３年生では３０分、４年生では４０分の家庭学習に取り組む

ことができる。



北海道教育委員会 保護者向けリーフレット

「北海道の子どもたちの健やかな成長を願って～家庭学習の習慣化を図りましょう～」より
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